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長所

短所

日本の導入量と目標値

火力発電

・建設費が安い

・燃料のほとんどが輸入

2007年：1億4,200万kW

・大量の発電が可能

・石油は枯渇の心配

2030年：1億2,967万kW

・発電量を調整しやすい

・二酸化炭素が発生する

原子力発電

・少ない燃料で大量の発電

・放射性廃棄物が発生する

2007年：4,947万kW

・燃料の再利用の可能性

・厳重な安全対策が必要

2030年：6,806万kW

・二酸化炭素が発生しない

太陽光発電

・燃料費がかからず無限

・天候の影響を受ける

2008年：  214万kW

・設備の維持が簡単

・夜は発電ができない

2030年：5,300万kW

・二酸化炭素が発生しない

・大量の発電には広大な土地

燃料電池

・発電効率が高い

・発電費用が高い

・発電時の排熱も有効利用

・耐久性の課題

・非常時の電源として期待

[出典] 資源エネルギー庁；エネルギー基本計画(2010.6)など
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